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１月中旬に高校 3 年生は通常授業が終えましたが、入試を間近に控えた高 3 の生徒たちは、日中図書館で

一生懸命勉強しています。諦めずに精一杯頑張っている姿に図書館全体が活気に溢れています。そんな皆さん

は川村での生活をとおして周囲を思いやる気持ちと最後までやり抜く粘り強い心を身につけましたね。素晴らしい

ことだと思います。そんな頑張る川村生の姿を思いながら、今回は「成長」をテーマにした本を紹介します。 

  

 

 

 

 

  

 

川 村 中 高 図 書 館  

つぼみがつきました 

 

図書館には現在「カランコエ」の鉢が

ありますが、春を感じて「つぼみ」がつ

いてきました。のんびりとお花だけを見

に来てくれる方も大歓迎です。皆さん

の来館をお待ちしております。 

フラワー・ベイビー 

アン ファイン  評論社 

フラワーとは花ではなく「小麦粉」のこと。ある日

学校の課題で 3 キロの小麦粉の袋を赤ちゃん

に見立て、3 週間面倒を見なければならないこ

とになります。袋を抱えて毎日通学するだけでも

大変で・・・。親の立場を理解したり共感したりし

て、「子供を生む」ということ、そして「生きる」とい

うことを考えた生徒たち。途中で課題を投げ出

してしまった生徒も皆、最後は大きく成長しま

す。 

朔と新 

いとう みく 講談社 

バスの事故で失明した朔。自分のせいで兄が失

明したのだと罪悪感にさいなまれている新。ある

日、朔は新にブラインドマラソンの伴走者になって

欲しいと願いを伝えます。相手を思いやりながら

も傷つけあい自分を見つめようともがく兄弟が、

共に成長していく姿に感動します。 

 

こちらもおすすめ 
大和言葉つかいかた図鑑  

海野 凪子 誠文堂新光社 

 

 

 

 

「やぶさかではない」。「～ない」という形で終わるので「仕方なくする」

という意味だと思っている人が多いようですが、本当は「積極的にした

い」という言葉だと知っていますか？この本を読んだ後には心が伝わ

るきれいな日本語をつかっているあなたがいるはず。そんな素敵なあ

なたの成長を皆が羨ましくなるかもしれません。 

https://www.irasutoya.com/2016/05/blog-post_462.html

